
5 西 洋なし胴枯病の発生生態 と防除  (園 試 環 境部)

秋期に枝、幹の小黒点病斑が確認できるので、翌春の発生量を推

定できる。柄胞子は5月下旬～6月下旬に、子のう胞子は6月下旬

～ 7月中旬に飛散するので、胞子飛散期前に発病枝を剪除焼却し、

胞子の飛散期に感染防止の薬剤散布を行う。

(1)背景とねらい

近年、西洋なしの栽格団地において開花期ころより、花葉そうや枝が枯れる病害が多発し、大きな問

題となってきた。当初、病原菌が不明であり、対策も明らかでなかった力ヽ 発病消長を観察するととも

に病原菌の分離を試みた結果、胴枯病であることが判明 した。胴枯病につぃては昭和の初期に研究があ

るだけで、発生生態の不明な部分が多かった。そこで発生生態について研究を行った結果、ほぼ解明で

きたので防除法とともに参考に供する。

( 2 ) 技術 内 容

1 ) 発 生 生 態

の 症 状  :花 葉そうの萎ちょう枯死や枝枯れのほかに小黒点病斑がみられる。

竹)小 黒点病斑の形成 :」 黒ヽ点病距は初期病斑であり、 8月 に 1年生校 (前年伸長した枝)上 に形

成され、この状態で越冬する。翌春の開花期に病斑が拡大 し、枝枯れが発生する。し

たがって、秋期に小黒点病斑の形成量を調査することによって翌春の発生量を推定で

きる。

lpl柄胞子の噴出 : 5月 下旬～6月下旬に胞子角として噴出し、盛期は 6月上旬であるPこ の期間

が主な感染期である。

0 子 のう胞子の噴出 : 6月 下旬ヽ7月中旬にみられる。

の 生 活 環

6月下旬～7月中旬

″

8月

子のう胞子の噴出

小黒点病斑 の形成
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2 ) 防除 法

働 剪 定する際、小黒点病斑が多数形成されている校は除去 し残さないようにする。

的 労 除した枝はそのまま放置すると、 6月 に多量の柄胞子が噴出してくるので必ず焼却処分する。

働 多 発闘では毎年多くの校が結れるので、枝枯れを見込んで多めに枝を残 し、枝枯れを確認したの

ちに枝を整える。

口 開 花期ころから2～ 3回定期的に巡回し、発病校を見つけしだい剪除焼却する。この作業は柄胞

子が噴出する前 (5月 下旬)に 行う。

働 比 較的太い枝が発病 した場合は病斑部が大きく拡大しないうちに削り取り焼却すると

の 6月 以降も発病校の剪除作業を継続する。枯れないで残った発病枝には子のう胞子が作られるこ

とがあるばかりでなく、その部分から折れやすいので、できる限り除去する。

働 柄 胞子が噴出する期間 (5月 下旬～6月 下旬)に トップジンM水 和剤 (19500倍)や ベンレート

水和剤 (2,000倍)を 散布する。雨媒伝染するため、降雨直後の散布が重要である。

3 ) 適応地域  県 内 全 域

〔3)指 導上の留意点

1)柄 胞子の噴出は低温多雨条件では7月 中旬までみられるので、輪紋病と同時防除する。

2)子 のう胞子の病原性は目下試験中であるが、噴出期には輪紋病防除を兼ねて有機銅・キャプタン水

和剤やダイホルタン水和剤を散布する。

“)試 験成績の概要

1 ) 発生 状 況

毎年多発している紫波町栽皓団地では、広範囲に発病が認められた。 1樹当りの枯死校数は数 10

本発生し、多い樹では 100本をこえた。一方、近年発病が増加している園試ほ場では発生量は間によ

ってむらがあり、 1樹当り発病数は100本をこえるものから全く認められないものまであった。

31  41  51  61
!   !   !   !
40  50  60  70

枯死枝数/樹

図 1 紫 波町上松本田地における発生量
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2)病 徴と発病消長

花葉そうの委ちょう枯死や枝枯れは、開花始めころにはじまり開花が進むにつれ発生量が増加 し、 5

月中ヽ下旬にピークがみられる。その後発生量はしだいに減少しヽ 6月 中旬ころには終息するが、まれ

に7月 になって枝枯れ力潔 められる。

花葉そうの萎ちょう枯死は果台部や基部の校枯れのために生 じる。校枯れは 2ヽ 3年 枝の若い校に多

いが、校の一部だけが発病 し、枝枯れにならなぃものも多い。病斑の進展はほぼ 5月 中に止まり、 6月

には糸くず状、白色～白桃色の胞子角 (柄胞子のかたまり)が 多量に噴出される。病斑の周囲は夏期に

かけてカルスが形成される。

小黒点病斑は初期病蘭であり、黒色～黒紫色、直径約 1腕 の円形病随であり、表面がやや盛り上がっ

ている。この状態で越冬 し、多くは翌春に拡大 し、枝枯れゃ花業そうの萎ちょうを起こさせる。

表 1 小 黒点病斑 の変化

5月 12日 開花始め、 5月 2o日 落花
― 明 瞭な病斑拡大が認められなぃもの

十 明 瞭な病斑拡大が認められるもの

① 病斑拡大のため、病斑部より先端が萎個枯死したもの

妬

小黒点病斑の
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め 病 原 菌

病原菌を同定した結果、胴枯病菌Diaporthe ttigua(SaccardO)Nitschkeで あることが

判明した。しかしながらDiaporthe属 菌は分類学的に整理統合されてきており、胴枯病菌も種名が変

更されるみこみである。

表3  柄 胞子 の比較

4)柄 胞子の噴出

病斑逢展が止まる 5月下旬に柄子殻が形成され、ついで柄子殻から柄胞子が噴出する。 5月 末よりみ

られ、その盛期は6月上旬であつたo終 期は年次変化があり、 54年 と55年 は6月下旬であり、 56

年は7月中旬まで続いた。55年 のように噴出期に降雨がなく気現が高めに経過する|、胞子角は比較

的そろつて噴出し、その後の降雨によって一気に分散する。 56年 のように低温多湿条件が続くと、胞

子はだらだらと噴出し、 7月 中旬まで続いた。

前年に病斑の進展や胞子角の噴出が認められた病斑部を観察すると、一部の病斑において胞子角の噴

出がみられた。これは新しく形成された柄子殻より噴出されるものであり、 5月 第 5半旬からみられた。

短果枝群で形成される病随部でも胞子角の噴出は認められるが、噴出量はきわめて少ない。

表 2 子 のう殻及び子のう胞子の比較
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5  月 6 月 7  月

25   30    5    10   15   20   万     30    5    10   15

54年

55年

56年
盛 期

図2  柄 胞子 の噴 出

5)子 のう胞子の噴出

4月 12日 より1週間間隔で子のう殻調査を行ったが、 4～ 6月にかけては子のう殻の中には子のう

胞子が充満していたo6月 下旬において頸部の周囲に子のう胞子の噴出が認められるようになり、7月

上旬 (7月 5日)に は多く噴出した。7月 12日 には、中空の子のう殻が目立ち始め、 7月 18日 以降

大部分の子のう殻は中空であつたo

表4  子 の う胞子 調査

調査月日
調査子のう殻数

l A l
子のう胞子の充満
した子のう殻数Gll

子のう胞子充満率
0/1AI X 100%
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士 子 のう殻の頚部の周囲に子のう胞子の噴出がわずかに認められる。

十 子 のう殻の頸部の周囲に子のう胞子の噴出が容易に認められる。

朴 子 のぅ殻の頃部の周囲に子のう胞子の噴出が目立つ。
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6)小 黒点病斑の形成

形成時期 : 7月 末から認められ、主として 8月 に増加する。

形成部位 :新 柏にはなく、 1年 生枝 (前年伸長した枝)に 多数形成された。短果枝群についても

同様の調査を枝齢別に行った結果、前年伸長 した部位に小黒点病斑が形成された。

表 5 小 黒点病斑の形成時期  (S55)

調査月日

1 年 生 枝 新 檎

調査枝数 発病枝数 病 斑 数 調査枝数 発病枝数

6 月 1 8 日

7月 1 0 日

2 2 日

8月  2 日

8 日

1 8 日
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9月  2 日

9日
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3 0 日
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０

０

６

９

０

３

５

５

５

５

５

５

０
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0
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0

表6 小 黒点病斑の形成  (S56)

調査月日
1 年 生 枝

調査 校 数 発 病 枝 数 病 斑 数

7 月 1 5 日

3 1 日

8 月 1 8 日

9 月  2 日

1 6 日

1 0 月1 6 日

40
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4 0

40

40
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0
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0
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表 7 小黒点病斑の枝齢別分布

表 8 短 果枝群における小黒点病斑の枝齢別分布

校 齢 調査枝数
枝当たり小黒点病斑数の頻度分布
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7)感 染と発病

子のう胞子が全く存在しない園地やきわめて少ない園地でも多発していることや柄胞子が多量に噴出

されることより、柄胞子が主な伝染源と考えられる。胞子の分散から小黒点病斑の形成までの過程は目

下試験中である。柄胞子の接種試験の結果から判断すると小黒点病斑が形成されるまで通常 1年余りを

要すると思われる。したがって、感染から枝枯れになるまで 2カ年を要する。

また、侵入に対 して他の胴枯性病害のよぅに傷田ゃ凍寒害などに関係なく、直接侵入するようである。

表 9  接 種試験 (柄胞子)        ‐

接種時枝齢 接 種 枝数
55年 11月

小黒点病斑
形 成 枝 数

月
大
数

い
醐

５
病
枝

5 6年 夏期

残 存 校 数

56年 11月

小黒点病斑
形 成 枝 数

檎

枝

枝

枝

生

生

生

年

年

年

新

１

２

３

10

1 0

10

10
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０

４

　

０

　

０

　

０

6
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４

　

９

　

４

　

０

接種年月日:55年 6月 13日

8)防 除薬剤の検索

柄胞子発茅抑待J効果及び菌そう発育抑制効果を総合的に判断すると、ベンレート水和剤、 ト ップジン

M水 和剤が優れ、つぃでダィホノレタン水和剤や有機銅水和剤が有効と,思われた。

表 10 薬 剤の柄胞子発芽に及ぼす影響

供 試 薬 剤
濃度別発芽率

供 試 薬剤
濃度別発芽率

l ppm 10ppm 100 ppm l ppm 10 ppm 100 prrn

第 1 回試験

ダ コ ニ ー ル
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ベンレー ト

スパ ットサイ ド

ポリオキンンAL

キノンドー

Zボ ル ドウ

ログラール

蒸 留 水

%

0

0

0

37

1 6 ※

2 ※

0

9 3

14

92

91

%

0

0

0

0

6 ※

0

0

8 9

0

8 6

90

〕8

%

0

0

0

0

0

0

0

14

0

74

3 0

第 2回試験

アントラヨー/L/

ユ ーパ レ ン

サ ニ パ ー

ダィファー

ビスダイセン

サ ン ヨー
/ L /

ヨネポン

バイレ トン

ス ミレックス

サプロール

水留蒸

%

0

0

97

96

6

98

95

9 6 ※

98

90)K

%

0

0

6

76

0

96

96

9 8 ※

93

8 3 ※

9 8

%

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　

３

　

５

　

０

　

０

　

０

７

※ 異 常発芽

- 160-



表 11 薬 剤の菌そう発育に及ぼす影響

供 試薬 剤
濃  度 (ppm)

供 試薬 剤
濃 度 (ppm)

100 500 19000 100 500 1,000

ダコニール

オーソサイド

ダイホルタン

ジマンダイセン

トップジンM

ベンレー ト

スパ ットサイド

ポリオキンンAL

キノンドー

Zボ ル ドウ

ロ:ガラーノレ

十

■

十

十

十

十

十

十

■

十

十

十

十

十

+

十

十

十

十

十

十

十

■

+

アントラコール

ュ ーパ レ ン

サ エパ ー

ダイファー

ビスダイセン

サ ン ヨ ー / L /

ヨネポン

バイレ トン

ス ミレックス

サ プロー/ L /

十

十

十

十

十

+

十

十

+

十

十

十

十

十

十

十

十

十

+

十

十

十

十

十

十

十

十

+

十

　

一

菌そうの発育が認められる。

菌そうの発育が認められない。
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